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大
正
元

（
１
９
１
２
）
年

枕
崎
電
灯
会
社
設
立
さ
れ
、
枕
崎
に
電
灯
と
も
る
。

２

（
１
９
１
３
）
年

枕
崎
漁
業
組
合
防
波
堤

（ガ
ン
ギ
）
に
ア
ー
ク
灯
を
点

灯
す
る
。

３

（
１
９
１
４
）
年

枕
崎
港
の
築
港
工
事
始
ま
る

（同
７
年

月
完
成
）
。

10

大
正
３
年
に
は
、
全
体
で
遭
難
船

隻
、
溺
死
者

名
の
台
風
被
害
が
あ
り
ま
し
た
。

28

13

枕
崎
で
は
、
港
内
の
船
が
被
害
を
受
け
、
３
名
が
溺
死
し
て
い
ま
す

（右
写
真
）
。

同
６
年
に
は
、
枕
崎
や
坊
之
津
の
船
な
ど
が
暴
風
の
た
め
難
破
し
、
溺
死
お
よ
び

行
方
不
明
者

名
を
出
し
て
い
ま
す
。

70

７

（
１
９
１
８
）
年

村
役
場
竣
工
し
移
転
す
る

（現
在
の
枕
崎
中
の
場
所
）
。

鹿
児
島
測
候
所
、
気
象
観
測
を
開
始
す
る

（左
写
真
）
。

役
場
は
そ
れ
ま
で
桜
山
地
区
に
あ
り
ま
し
た
。
明
治
～
大
正
に
か
け
て
、
鹿
児
島

に
通
じ
る
４
本
の
県
道
が
枕
崎
ま
で
開
通
し
た
り
、
水
産
業
も
め
ざ
ま
し
く
発
展
し
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ま
し
た
。
人
口
も
市
街
地
に
急
速
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
枕
崎
地
区
に
役
場
を
移
転

し
よ
う
と
す
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た
が
、
村
会
議
も
世
論
も
二
分
さ
れ
ま
し
た
。
村
長

・
助
役
の
辞
職

（空
白
期
間
は

日
）
に
も
な
り
ま
し
た
が
、
他
市
町
村
関
係
者
の
調

68

停
に
よ
り
、
移
転
が
決
定
し
ま
し
た

（大
正
５
年
６
月

右
写
真
は
移
転
後
の
役
場
）
。

大
正
８

（
１
９
１
９
）
年

塩
田
跡
を
買
収
し
、
村
設
運
動
場
と
す
る
。

（
１
９
２
１
）
年

枕
崎
郵
便
局
電
話
業
務
を
開
始
、
枕
崎
に
電
話
架
設
さ

10

れ
る
。

枕
崎
に
初
の
製
氷
会
社
で
き
る
。

枕
崎
に
漁
業
通
信
用
、
伝
書
鳩
の
使
用
始
ま
る
。

大
正

（
１
９
２
３
）
年

町
制
を
敷
き
、
枕
崎
町
と
な
る

（左
写
真
は
祝
賀
会
）
。

12

こ
れ
ま
で
は
東
南
方
村
で
す
。
明
治
の
初
期
に
枕
崎
村
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
枕
崎

市
の

一
部
で
す
。
今
の
広
さ
の
行
政
区
域
と
し
て
、
初
め
て
枕
崎
と
い
う
地
名
が
使
わ

れ
ま
し
た
。
枕
崎
と
い
う
地
名
は
、
も
と
も
と
は
瀬
崎
と
い
う
１
つ
の
岬
付
近
と
考
え
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ら
れ
ま
す

（
２
ペ
ー
ジ
参
照
）
が
、
港
町
と
し
て
の
発
展
か
ら
、
今
の
枕
崎
市
全
体
の
地
名
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

大
正

（
１
９
２
５
）
年

カ
ツ
オ
の
漁
製
分
離
成
る
。
揚
場
で
カ
ツ
オ
の
入
札
始
ま
る
。

14

昭
和
元

（
１
９
２
６
）
年

枕
崎
に
初
め
て
ラ
ジ
オ
現
れ
る
。

３

（
１
９
２
８
）
年

枕
崎
漁
業
組
合
倶
楽
部
内
に
無
線
電
信
局
を
開
設
し
、
漁
船
と
の
交
信
を
開
始
。

枕
崎
港
島
堤
の
築
造
に
着
手

（昭
和
５
年
完
成
、
同
６
年
灯
台
建
設
）

左
写
真
は
、
昭
和
４
年
の
市
街
地
の
様
子
で
す
。

昭
和
５
年
に
は
、
７
／

の
台
風
で
、
倒
壊
家
屋

戸
、
死
者
１
名
、
船
舶
大
破
９

17

92

隻
で
す
。

昭
和
６

（
１
９
３
１
）
年

南
薩
鉄
道
、
枕
崎
ま
で
開
通

紅
茶
ア
ッ
サ
ム
種
、
妙
見
の
委
託
試
験
地
で
露
地
栽
培

に
成
功
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昭
和
初
期
、
紅
茶
樹
が
知
覧
と
枕
崎
に
試
験
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
知
覧
は
冬
の
気
温
が
低
い
た
め
、
紅
茶
に
は
適

し
ま
せ
ん
で
し
た
。
昭
和

年
に
は
、
妙
見

（下
写
真
）
に
県
立
枕
崎
紅
茶
試
験

14

地
が
設
置
さ
れ
、
翌
年
に
は
、
知
覧
で
育
成
中
の
紅
茶
原
種
の
す
べ
て
が
温
暖
な

枕
崎

へ
移
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和

年
に
は
、
紅
茶
園
は
約

ｈ

ａ
に
も
な
り
ま
す
。
同

年
に
は
、
近
郊

23

40

41

で
４
１
０
ト
ン
の
紅
茶
を
集
荷
し
、
県
内
総
生
産
額
の

％
に
及
ん
で
い
ま
す
。

50

こ
の
間
、
農
林
水
産
大
臣
賞
を
７
回
受
賞
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
昭
和

年
に
は
、
紅
茶
の
自
由
化
に
伴
い
、
紅
茶
の
集
荷
は
中
止
さ
れ
、

46

余
年
に
亘
る
紅
茶
事
業
は
終
わ
り
を
迎
え
ま
し
た
。

20

昭
和
７

（
１
９
３
２
）
年

枕
崎
港
、
階
段
式
の
荷
揚
用
岸
壁
築
造
着
工

（同
９
年
完
成
）

（
１
９
３
７
）
年

鹿
児
島
県
水
産
試
験
場
本
場
、
鹿
児
島
市
よ
り
枕
崎
に
移
転
す
る
。

12

（
１
９
３
８
）
年

枕
崎
上
水
道
敷
設
起
工

（同

年
竣
工
）

13

16

日
本
か
ら
の
ブ
ラ
ジ
ル
移
住
は
、
明
治

年
か
ら
始
ま

っ
て
い
ま
す
が
、
県
の
記
録
で
は
、
昭
和

年
ま
で
に
５

41

15

２
９
７
人
が
移
住
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
枕
崎
か
ら
は
６
７
９
人
で
、
最
も
多
く
な

っ
て
い
ま
す
。
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昭
和

年
に
は
、
台
風

号
の
た
め
、
死
者
２
名
、
全
壊
家
屋
１
８
２
戸
、
船
舶
流
失
及
び
大
破

隻
で
す
。

17

16

33

昭
和

（
１
９
４
３
）
年

金
整
備
令
に
よ
り
春
日
、
鹿
籠
金
山
閉
山
と
な
る
。

18

（
１
９
４
５
）
年

枕
崎
大
空
襲
に
よ
り
、
死
者

人
、
２
３
１
５
戸
を
焼
く

（
７
／

）
。

20

42

29

（空
襲
に
よ
り
、
枕
崎
の
県
水
産
試
験
場
が
焼
失
し
、
鹿
児
島
市
に
移
転
す
る
。
）

枕
崎
台
風
襲
来
し
、
死
者

人
、
住
家
の
倒
壊
２
３
３
９
戸

（
９
／

）
。

12

17

枕
崎
台
風
は
、
最
低
気
圧
９
１
７
㍊
、
最
大
風
速
は
推
定
で

ｍ
、
最
大
瞬
間
風
速
は
東
南
東
の
風

．
７

ｍ
で

50

62

す
。
枕
崎
で
は
、
約

分
間

「台
風
の
眼
」
現
象
が
現
れ
ま
し
た
。
全
国
で
死
者
は
２

30

０
７
６
人
、
行
方
不
明
は
１
０
４
６
人
に
の
ぼ
り
ま
し
た
。
中
で
も
、
広
島
県
は
死
者

・
行
方
不
明
合
わ
せ
て
２
０
１
２
人
に
な

っ
て
い
ま
す
。
原
爆
で
壊
滅
的
な
被
害
を
受

け
た
直
後
で
、
台
風
の
被
害
も
大
き
く
な
り
ま
し
た
。
鹿
児
島
県
は
死
者
１
０
４
名
、

行
方
不
明

名
で
す
。

25

昭
和

（
１
９
４
９
）
年

市
制
を
施
行
し
、
枕
崎
市
と
な
る

（左
写
真
は
祝
賀
会
）
。

24
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階
段
式
の
港
岸
壁
を
直
立
式
に
改
築
着
工

（同

年
工
事
完
了
）

35

市
制
に
つ
い
て
。
枕
崎
町
は
昭
和

年
に
は
、
既
に
人
口
は
３
万
人
を
超
え
て
い
ま
し

16

た
。
市
制
施
行
の
動
き
は
戦
時
中
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
昭
和

年
、
市
制
促
進
同
盟
が

23

結
成
さ
れ
ま
し
た
。
面
積

．

平
方

k
m

、
人
口
３
万
２
９
１
９
人
、
県
下
で
４
番
目
、

74

61

全
国
で
２
３
４
番
目
の
市
誕
生
で
し
た
。
戦
災
で
市
街
地
の
９
割
を
失
い
、
枕
崎
台
風
で

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
た
ま
ち
の
立
ち
上
が
り
と
し
て
は
、
全
国
で
も
早
い
も
の
で
し
た
。

下
写
真
は
、
こ
の
頃
の
市
街
地
の
様
子
で
す
。

昭
和

（
１
９
５
１
）
年

枕
崎
港
第
三
種
漁
港
と
な
る
。

26

ル
ー
ス
台
風
襲
来
し
、
死
者

人
、
重
軽
傷
３
７
３
人
、

27

家
屋
流
失
全
半
壊
３
２
２
３
戸

（

／

）

10

14

ル
ー
ス
台
風
は
、
最
低
気
圧
９
４
５
㍊
、
最
大
風
速
は

．
５

ｍ
、
最
大
瞬
間
風
速
は
推
定
で

ｍ
で
す
。
こ
の

42

60

台
風
の
特
徴
は
、
高
潮
を
伴

っ
た
台
風
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
枕
崎
始
ま

っ
て
以
来
の
災
害
と
な
り
ま
し
た
。
高
潮

に
つ
い
て
は
、
標
高

ｍ
に
あ
る
枕
崎
小
学
校
の
校
庭
も
海
水
に
浸
か
っ
た
そ
う
で
す
。
被
害
総
額
は
、

億
５
３

13

25
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０
０
余
万
円
に
も
及
び
ま
し
た
。

死
者

名
、
全
壊
家
屋
６
６
４
戸
、
流
出
家
屋
６
４
１
戸
、
床

27

上
浸
水
２
０
６
戸
、
床
下
浸
水
４
７
０
戸
で
す
。
あ
ま
り
の
被
害

の
大
き
さ
に
、
緊
急
に
開
か
れ
た
市
議
会
の
結
論
は
、
「自
力
で
は
、

絶
対
に
立
ち
上
が
れ
な
い
」
と
い
う
絶
望
的
な
見
通
し
で
し
た
。

鹿
児
島
県
の
死
者
は
１
２
６
名
、
全
国
で
は
５
７
２
名
で
す
。

右
写
真
２
枚
は
被
害
の
様
子
で
す
。

昭
和

年
以
降
、
枕
崎
市
に
被
害
を
も
た
ら
し
て
主
な
台
風
は
、
平
成
元
年
ま
で
の

年
間
に

個
に
な

っ
て
い

27

37

48

ま
す
。
１
年
当
た
り
約
１
．
３
個
と
な
り
ま
す
。
最
大
瞬
間
風
速
が

ｍ
を
越
え
る
台
風
は
５

50

個
、

ｍ
以
上
は

個
に
な

っ
て
い
ま
す
。

40

20

「台
風
銀
座
」
と
言
わ
れ
る
だ
け
の
こ
と
は
あ
り
ま
す
ね
。

昭
和

（
１
９
５
３
）
年

県
道
、
川
辺
線
と
指
宿
線
が
国
道
と
な
る
。

28

（
１
９
５
５
）
年

市
庁
舎
、
千
代
田
町
に
竣
工
し
移
転
す
る

（左
写
真
）
。

30
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な
お
、
戦
災
復
興

・
台
風
災
害
の
復
旧
工
事

・
イ
ン
フ
レ
等
に
よ
る
赤
字
財
政
の
た
め
、
昭
和

年
度
よ
り
、

30

10

年
間
、
財
政
再
建
団
体

（地
方
債
を
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
）
と
な
り
、
財
政
危
機
を
切
り
抜
け
ま
し
た
。
昭
和
29

年
度
に
お
け
る
枕
崎
市
の
実
質
赤
字
は
、
６
０
０
０
万
円
を
突
破
し
て
い
ま
し
た
。

５
年
お
き
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
で
は
、
枕
崎
市
の
人
口
は
、
こ
の
年
の
３
万
５
５
４
６
人
が
最
高
で
す
。

昭
和

（
１
９
５
８
）
年

枕
崎
港
南
防
波
堤
延
長
工
事
竣
工

33

（
１
９
６
１
）
年

枕
崎
港
新
港
建
設
着
工

36

（
１
９
６
２
）
年

県
道
、
加
世
田
線
、
国
道
と
な
る
。

37

（
１
９
６
３
）
年

国
鉄
、
指
宿
枕
崎
線
開
通

（下
写
真
）
。

38

（
１
９
６
４
）
年

枕
崎
市
畜
産
セ
ン
タ
ー
建
設
。

39

戦
前
か
ら
養
豚
業
は
、
「鹿
籠
豚
」
と
し
て
有
名

（

ペ
ー
ジ
参
照
）
で
し
た
が
、
戦
後
に
お
い
て
も
、
枕
崎
は

29

良
種
の
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
が
残

っ
て
お
り
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
台
湾
な
ど
海
外
輸
出

（毎
年

～

頭
ず

つ
）
が
さ
か
ん

30

40

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和

年
に
は
、
あ
る
北
海
道
の
養
豚
家
が
種
豚

頭
を
購
入
す
る
た
め
、
イ
ギ
リ
ス
に
行
き
ま
し
た
が
、
い
い

39

30
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豚
が
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
渡

っ
た
と
こ
ろ
、
「黒
豚
の
良
種
が
ほ
し
い
な
ら
、
日

本
の
枕
崎
に
行
け
」
と
現
地
の
イ
ギ
リ
ス
人
に
い
わ
れ
、
帰
国
後
、
枕
崎
か
ら

頭
を

37

買
い
付
け
て
帰

っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

昭
和

（
１
９
６
９
）
年

枕
崎
港
、
特
定
第
三
種
漁
港
に
昇
格
す
る
。

44

（
１
９
７
０
）
年

別
府
畑
地
か
ん
が
い
事
業
着
手

（左
写
真
）
。

45

こ
の
か
ん
が
い
事
業
は
、
南
薩
台
地
２
市
４
町

（枕
崎

・
指
宿

・
頴
娃

・
山
川

・
開

聞

・
知
覧
）
の
畑
地
６
０
７
２
ｈ

ａ
で
、
受
益
農
家
１
万
３
２
５
戸
の
畑
地
か
ん
が
い

を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。
南
薩
台
地
の
半
分
を
区
画
整
理
し
、
池
田
湖
か
ら
水
を
引
い

て
潤
そ
う
と
い
う
大
が
か
り
な
も
の
で
し
た
。
昭
和

年
に
通
水
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

56

平
成
元
年
度
で
は
、
枕
崎
市
は
、
６
１
３
ｈ

ａ
の
面
積
で
、
受
益
者
農
家
は
１
１
４

８
戸
で
す
。
カ
ン
シ
ョ
作
中
心
だ

っ
た
農
業
か
ら
、
実

エ
ン
ド
ウ
、
ソ
ラ
マ
メ
等
が

ハ

ウ
ス
栽
培
さ
れ
、
中
心
の
茶
業
は
、
１
２
２
ｈ

ａ
で
作
付
面
積
の

％
を
占
め
て
い
ま

28

す

（右
写
真
）
。

ま
た
、
こ
の
頃
に
は
紅
茶
産
業
が
終
盤
と
な

っ
て
い
た

（

ペ
ー
ジ
参
照
）
た
め
、

33
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国
見
地
区

・
野
平
地
区
等
を
か
わ
き
り
に
、
集
団
機
械
化
、
茶
園
造
成
の
取
組
が
な
さ

れ
、
緑
茶
の
増
産
体
制
が
進
み
ま
し
た
。

昭
和

年
に
は
、
日
本
茶
業
中
央
会
長
賞
も
受
賞
し
て
い
ま
す
。

61

昭
和

年
の
緑
茶
の
取
扱
高
は

億
円
で
、
２
年
連
続
県
で
２
位
と
な

っ
て
い
ま
す
。

63

13

昭
和

（
１
９
７
４
）
年

大
型
産
地
冷
蔵
庫
、
松
之
尾
町
に
完
成
。

49

（
１
９
７
５
）
年

カ
ツ
オ
節
の
冷
蔵
庫
完
成
。

50

公
共
下
水
道
事
業
、
建
設
大
臣
認
可
、
着
工
。

こ
の
頃
に
は
、
大
塚
地
区
で
フ
ラ
ワ
ー
農
場
の
設
置
、
ガ
ラ
ス
温
室
や
集
出
荷
施
設

の
導
入
に
よ

っ
て
、
規
模
拡
大
を
図
り
、
南
九
州
で
も
屈
指
の
花
き
集
団
産
地
と
し
て

発
展
し
ま
し
た
。
昭
和

年
、
木
造
の
ガ
ラ
ス
室
で
の
ユ
リ
の
促
成
栽
培
が
き

っ
か
け

26

で
す
。
そ
の
後
、

年
代
に
振
興
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

30

昭
和

年
に
は
、
花
き
栽
培
農
家
は
約
８
０
戸
、
栽
培
面
積
は

．
３
ｈ

ａ
、
う
ち

63

47

電
照
菊
、

ユ
リ
、
カ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
施
設
花
き
が

．
６
ｈ

ａ
で
、
中
心
と
な

っ
て

38

い
ま
す

（写
真
は

ハ
ウ
ス
と
電
照
菊
）
。
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昭
和

（
１
９
７
７
）
年

花
渡
川
改
修
工
事

（同

年
か
ら

年
間
）
終
了
。

52

25

27

枕
崎
港
の
広
さ
を
４
倍
に
す
る
大
規
模
外
港
整
備
始
ま
る
。

（
１
９
８
２
）
年

南
薩
地
域
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
完
成
。

57

（
１
９
８
４
）
年

公
共
下
水
道
終
末
処
理
場
水
処
理
系
完
成
。

59

（
１
９
８
５
）
年

外
港
入
り
口
に
海
洋
セ
ン
タ
ー
設
置

60

枕
崎
港
外
港
開
港

（総
事
業
費
約
１
４
５
億
円
）

昭
和

（
１
９
８
６
）
年

枕
崎
港
外
港
に
枕
崎
市
水
産
セ
ン
タ
ー
完
成
。

61

（
１
９
８
７
）
年

第
７
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
を
開
催

62

（
１
９
８
８
）
年

片
平
山
に
文
化
資
料
セ
ン
タ
ー
南
溟
館
オ
ー
プ
ン

な
ん
め
い
か
ん

63

こ
の
年
の
農
業
生
産
額
は
約

億
円
で
、
漁
業
の
水
揚
げ
高
は
１
０
３
億
円
で
す
。

93

平
成
元

（
１
９
８
９
）
年

枕
崎
空
港
起
工
式

（下
写
真
）
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【主
な
参
考
文
献
】

・

『
枕
崎
市
誌

（上

・
下
）
』
（枕
崎
市
誌
編
さ
ん
委
員
会

平
成
２
年
）

・

『
鰹
節

（上

・
下
）
』
（宮
下
章
著

社
団
法
人
日
本
鰹
節
協
会

平
成
元
年
）

・

『
日
本
歴
史
地
名
大
系
第

巻

鹿
児
島
県
の
地
名
』
（平
凡
社

１
９
９
８
年
）

47

・

『
県
史

鹿
児
島
県
歴
史

第
２
版
』
（原
口
泉
他
著

山
川
出
版
社

２
０
１
１
年
）

46

・

『
街
道
の
日
本
史

鹿
児
島
の
湊
と
薩
南
諸
島
』

55

（松
下
志
朗

・
下
野
敏
見
編

吉
川
弘
文
館

２
０
０
２
年
）


